
問�

　

あ
る
晴
天
の
日
、
市
内

の
古
き
友
達
と
出
会
い
、

道
端
会
話
の
中
で
、「
遠

野
に
は
河
童
像
は
見
か
け

る
が
、
自
分
た
ち
子
ど
も

の
頃
か
ら
尊
敬
さ
せ
ら
れ

た
、
二
宮
金
次
郎
像
は
ど

こ
に
行
っ
た
か
」
等
な
ど

の
昔
話
を
語
り
合
い
別
れ

た
。
そ
の
後
、
偶
然
に
も

小
学
校
の
授
業
に
、
二
宮

金
次
郎
を
取
り
入
れ
る
こ

と
を
知
り
、
詳
し
く
調
べ

る
と
、
昨
今
は
、
親
に
手

伝
う
親
孝
行
ま
で
が
、
子

ど
も
の
虐
待
と
か
忍
従
、

児
童
労
働
を
肯
定
的
な
意

見
や
、
二
宮
金
次
郎
の
生

涯
を
道
徳
教
育
に
取
り
入

れ
、
教
師
が
一
方
的
に
教

え
る
の
で
は
な
く
、
子
ど

も
同
士
で
多
様
な
角
度
か

ら
考
え
る
教
材
と
し
て
、

勤
勉
の
象
徴
と
す
る
意
見

等
、
賛
否
両
論
が
述
べ
ら

れ
て
い
た
。

　

二
宮
金
次
郎
像
は
ど
こ

に
、
二
宮
金
次
郎
の
生
涯

学
習
に
つ
い
て
、
現
場
の

課
題
は
無
い
の
か
尋
ね

る
。

答�
　

二
宮
金
次
郎
の
設
置
校

は
、
青
笹
小
学
校
、
達
曽

部
小
学
校
、
上
郷
小
学
校

の
３
校
に
あ
る
。
道
徳
教

育
の
現
状
、
平
成
30
年
度

か
ら
「
特
別
な
教
科
、
道

徳
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
そ
の
重
要
性
は
高
ま

っ
て
い
る
。
二
宮
金
次
郎

の
お
話
は
、
小
学
校
１
、

２
年
生
対
象
の
副
読
本
の

中
に
あ
り
、
夢
に
向
っ
て

努
力
を
重
ね
た
金
次
郎
の

姿
を
通
し
て
、
自
分
で
決

め
た
目
標
を
達
成
し
た
り

す
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
、

自
分
で
決
め
た
こ
と
は
成

し
遂
げ
よ
う
と
す
る
態
度

を
育
て
る
教
材
と
し
て
市

内
の
各
学
校
で
も
こ
の
副

読
本
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

他
の
副
読
本
を
活
用
し
た

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
体
験
活
動
を
生
か
し
た

り
、
児
童
生
徒
が
感
動
を

覚
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る

教
材
を
開
発
、
活
用
し
た

り
す
る
な
ど
様
々
な
工
夫

を
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
道
徳
教
育
は
、

道
徳
の
時
間
以
外
に
全
て

の
教
育
活
動
の
中
で
行
わ

れ
、
市
内
の
学
校
は
十
分

に
意
識
し
、
学
習
で
も
、

部
活
動
指
導
な
ど
も
、
道

徳
性
の
育
成
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

細川　幸男 議員
（無会派）

一括質問方式

二
宮
金
次
郎
の
生
涯
学
習
に

つ
い
て
現
場
の
課
題
は

問�

　

日
本
全
国
で
年
間
１
，

７
０
０
万
ト
ン
の
食
品
廃

棄
物
が
排
出
さ
れ
、
食
べ

ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
て

い
る
「
食
品
ロ
ス
」
は
約

５
０
０
～
８
０
０
万
ト
ン

も
あ
る
。
３
０
１
０
運
動

（
宴
会
時
、
乾
杯
の
後
の

30
分
間
と
閉
会
前
の
10
分

間
は
料
理
を
楽
し
む
）
や

持
ち
帰
り
運
動
に
よ
る
食

べ
残
し
の
削
減
、
買
い
物

す
る
際
の
注
意
点
や
保
存

方
法
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事

業
等
の
情
報
提
供
に
よ
る

意
識
啓
発
が
必
要
と
考
え

る
が
。　

答�

　

遠
野
市
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
を
策
定
し
、

市
民
一
人
１
日
当
た
り
の

ご
み
排
出
量
を
毎
年
１
％

削
減
す
る
こ
と
と
し
た
。

ご
み
減
量
の
た
め
に
は
、

市
民
・
事
業
者
・
行
政
の

３
者
が
、
３
Ｒ
の
取
り
組

み
を
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
食
品
ロ
ス
を
少
し

で
も
減
ら
そ
う
と
い
う
取

り
組
み
は
、
考
え
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
。小林　立栄 議員

（無会派）

一問一答方式

食
品
ロ
ス
削
減
を

答�
　

市
も
望
む
こ
と
で
あ
る

が
、
困
難
さ
を
感
じ
る
部

分
も
あ
る
。
商
品
等
の
情

報
発
信
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
た
い
。
地

域
自
立
支
援
協
議
会
に
よ

る
、
市
内
の
就
労
支
援
施

設
の
取
り
組
み
の
検
証
を

行
う
と
も
に
、
就
労
継
続

支
援
事
業
所
と
連
携
し
な

が
ら
、
障
が
い
の
程
度
に

あ
っ
た
働
く
場
や
職
種
、

働
き
方
な
ど
、
き
め
細
か

く
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。

問�

　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援

と
、
各
段
階
に
応
じ
た
福

祉
、
介
護
、
医
療
、
教
育

等
の
連
携
の
充
実
に
よ

る
、
一
人
一
人
を
大
事
に

し
た
支
援
施
策
の
取
り
組

み
は
。

答�

　

地
域
自
立
支
援
協
議

会
、
地
域
支
援
部
会
、
就

労
支
援
部
会
、
子
ど
も
支

援
部
会
で
、き
め
細
か
い
、

切
れ
目
の
な
い
対
応
を
組

み
立
て
て
い
き
た
い
。

問�

　

就
労
支
援
施
設
に
対
し

て
、
商
品
開
発
や
生
産
技

術
、
販
路
開
拓
に
つ
い
て

専
門
家
に
よ
る
人
的
支
援

を
図
り
、
ま
た
、
施
設
の

商
品
や
請
け
負
え
る
作
業

内
容
等
の
情
報
発
信
を
し

て
、
利
用
者
の
工
賃
の
向

上
と
職
種
が
増
加
す
る
よ

う
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
。
就
労
支
援
施
設
と
市

役
所
と
の
連
携
、
農
業
分

野
と
の
連
携
も
重
要
だ
と

考
え
る
が
。

障がい者支援の
総合的な推進について

【その他の質問】
○�食品ロス削減に向けた
食育について
○�発達障害の早期発見と
適切な対応について
○�教育と福祉の連携につ
いて

遠野遺産に認定されている鹿込集会所の二宮金次郎像

食品ロス削減国民運動のロゴマーク　愛称は「ろすのん」
http://www.maff.go.jp/j/shokusan/recycl

21 20とおの議会だより とおの議会だより

市政を問う 市政を問う
（文責本人） （文責本人）


